

















































































1002 生徒：m と o が平行かな…。でも角
度が違うのが気になるな。 
1003 生徒：l と o はどうかな。うーん…。
これはぴったりだ！ 
1004 教師：どうしてそう思ったのかな？ 
1005 生徒：135+45 が 180 だから。 














































ので，直線 p と直線 l がなす角は 135°と


























































































































































































3.1 Harel & Sowder(2007) の研究に見
る証明の捉え 
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(Inductive proof scheme) 
知覚による証明のスキーマ 








(Axiomatic proof scheme) 
図 2 証明のスキーマの分類 
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inference)である。これら３つの特徴につ

































































































 M は三角形 ADC と三角形 ABE が合同
であって欲しいと述べ，少し考えた後に，
それらが二辺挟角が等しいので合同である
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